
2011年9月20日（火）17:30～19:30

主催：文部科学省・財団法人日本立地センター

平成23年度文部科学省産学官連携支援事業

『全国コーディネート活動ネットワーク』若手人材座談会

私の産学官連携活動人生

～若手人材に向けて～

理化学研究所
研究戦略会議 研究政策企画員

高橋真木子（makiko.takahashi@riken.jp)

本日の流れ

• １．コーディネータの仕事とは？
– 具体的な仕事のメニュー
– (特に組織の中での）産学連携コーディネータの業務

• ２．研究開発活動におけるコーディネータ機能の事
例：

– 私が経験した大型産学連携プロジェクトにおける役割
• あるスター研究者の実際の活動
• 複数企業と一緒に提案した研究拠点構築

• ３．まとめ：
– 日本でのプロフェッショナル確立にむけて
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１.コーディネータの仕事とは？
～ “技術移転“の定番メニュー～

– 共同研究、受託研究
• 契約（情報管理、成果発表ルール、知的財産（特許等）の所有、

利用ルール、）

– マテリアルトランスファー
• 新機能材料などを試験的に（有償で）欲しい相手に提供

– ライセンシング
• 特許やソフトウエアの実施許諾、

– コンサルティング
• 専門的知見に基づく各課題に対するアドバイス

→大切なのは、シーズとニーズのマッチング。両方の土地
勘、要望が判っている“橋渡し役“の大切さ。

2011/9/20 3Makiko Takahashi 2011

2011/9/20 Makiko Takahashi 2011 4

１.コーディネータの仕事とは？

大学における３段階の知財マネジメント

担う機能は、その組織体制によってかなり異なる、かつ、

研究活動自体にどの程度コミットするかによっても求められる能力は異なる・・・

１．発明（特許）ベースのマネジメント

２．研究室の活動（スタッフなどの構成等も）を重視したマ
ネジメント

３．産業界と大きな枠組みで連携体制を構築するマネジ
メント



複数のプロジェクト
を並行実施

中堅中堅中堅中堅

研究者のレベルに応じた研究支援内容
国、企業等の色々な研究費を、研究を実施する研究機関側の視点から整理すると・・

基盤的基盤的基盤的基盤的なななな
サービスサービスサービスサービス

科研費・競争資金の情報提供、
申請支援など

Order-made service for Active Researcher

研究に応じた体制、プロジェクトの設計や実務
体制の確立、個別案件の特性とメンバーに最適
な形での支援（＝数は少ないが大型）

Order-made service for Active Researcher

研究に応じた体制、プロジェクトの設計や実務
体制の確立、個別案件の特性とメンバーに最適
な形での支援（＝数は少ないが大型）

ドクタードクタードクタードクター、、、、ポスポスポスポス
ドクドクドクドク

若手若手若手若手

国の政策に連動した競争的資金、プロジェクトなど
の情報提供や申請の企画、支援など

研究支援研究支援研究支援研究支援
ニーズニーズニーズニーズにににに応応応応じじじじ
たたたたサービスサービスサービスサービス

スタースタースタースター
カリスマカリスマカリスマカリスマ

競争的資金
プロジェクト実施

科研費
など

世界レベルの
拠点プロジェクト

を実施

多様な
競争的資金

活動
イメージ

情報提供、経費執行管理、発明管理、研究契約の締結管理業務

DC student
PD researcher

Young researcher Star researcherCore researcher
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★ Start-up Company supported by the Ministry

★ National Project

Applied 

Research

Basic 

Research

3 years total budget; ¥150M （≒$1.5M）

5 years total Budget; ¥4B （≒$40M） 3 Research fields            

with 9 companies

Process 

Machine

★ Synthesis 

Procedure for some 

particles

Supercritical Hydrothermal 

Synthesis II

Phase 2. Hybrid-Particle

Mass-production of 

some particles

IP

IP

Licensing

Phase 3. Thermodynamics 

1. Crystallization（結晶）

2. Equilibrium（平衡）

3. Property （物性）

Molecular Particulate System

★ Joint-research with more than 10 private companies/ TU owned patent

2002

Total annual budget; ¥100M （≒$1M）

03 04 05 0806 07 09 10 11 12

Basic Research Result & 3 

Patents TLO-owned

•Nanoparticle

•Manufacturing devices for 

particles

New lab 

launched in 

TU

Prof.

Coordinator

Ⓒ T & A 2007

Phase 1. NanoParticle

Supercritical Hydrothermal 

Synthesis

New IP

TU solely owned IP 

& 

Co- owned IP



特許権特許権特許権特許権A＝＝＝＝A社社社社のののの単独出願単独出願単独出願単独出願
・出願等経費：A社
・権利の処分意思決定：A社

A社社社社のののの単願単願単願単願

A社社社社のののの実施実施実施実施
B社社社社のののの実施実施実施実施

がががが第一優先第一優先第一優先第一優先
①実施条件
②期間につい
ての取り決め
必要。

基盤技術基盤技術基盤技術基盤技術
にににに関係関係関係関係するするするする特許群特許群特許群特許群

＝＝＝＝パテントバスケットパテントバスケットパテントバスケットパテントバスケット（（（（PB)

B社社社社＆＆＆＆大学大学大学大学のののの共願共願共願共願

特許権特許権特許権特許権Ｂ＝ＢＢ＝ＢＢ＝ＢＢ＝Ｂ社社社社とととと大学大学大学大学のののの共同出願共同出願共同出願共同出願
・出願等経費：大学（基盤技術＝PB

対象）、企業（基盤技術以外）
・権利の処分意思決定：Ｂ社（大学
への通知必要）

特許権特許権特許権特許権Ｃ＝Ｃ＝Ｃ＝Ｃ＝大学大学大学大学のののの単独出願単独出願単独出願単独出願
・出願等経費：大学
・権利の処分意思決定：大学
・メンバー企業の実施が最優先を基本
方針に。
・実施条件、期間の取り決めが必要

特許の権利区分による各種条件

※各権利の下線部は今
後参加者で協議・調整

大学大学大学大学のののの
単独出願単独出願単独出願単独出願
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製造技術
基盤

大学大学大学大学

協働協働協働協働（（（（参加参加参加参加））））企業企業企業企業によるによるによるによる知財活用知財活用知財活用知財活用のののの基本基本基本基本イメージイメージイメージイメージ

★★★★参加企業参加企業参加企業参加企業のののの子会社子会社子会社子会社、、、、特特特特にににに外国外国外国外国におけるにおけるにおけるにおける
関連会社等関連会社等関連会社等関連会社等でのでのでのでの実施実施実施実施のののの際際際際のののの取決取決取決取決めもめもめもめも重要重要重要重要

国内国内国内国内のののの
そのそのそのその他他他他のののの企業企業企業企業

技術の実用化、成果活用
の観点から、新たな参画
企業も検討

参加企業参加企業参加企業参加企業

海外海外海外海外
企業企業企業企業

参加企業参加企業参加企業参加企業

●●●●拠点拠点拠点拠点のののの活動活動活動活動：：：：
・共通基盤となる
製造技術・機器
・種々のTray & 
Error ができる試作

ライン
・大学の多様な知
（研究者）による知
的支援
・予め成果活用
ルールを合意

Mグループグループグループグループ、、、、N層層層層のののの

研究開発目標研究開発目標研究開発目標研究開発目標

ＡＡＡＡＡＡＡＡ ＣＣＣＣＣＣＣＣ

ＥＥＥＥＥＥＥＥ ＧＧＧＧＧＧＧＧ

ＡＡＡＡＡＡＡＡ ＣＣＣＣＣＣＣＣ

ＥＥＥＥＥＥＥＥ ＧＧＧＧＧＧＧＧ



まとめ

• 組織全体の研究教育活動における産学連携活動を捉えることが、産、学双方に
重要である。

• 研究教育機関の研究活動の多様性と研究者の自由を妨げないマネジメントが必
要である（とはいえ研究者のわがままを聞く、ということではない）

• 第２段階、第３段階のマネジメントがこれから大切になる。その事例を積み重ね、
その機能を提供するためのスキル、それを提供するプロフェッショナルな人材の
確立を考えていきたい。
– ○日本におけるRAの普及・定着に必要なこと：

• 共通の人材像、職名
• 特色ある大学における活動事例の蓄積
• スキル標準
• 継続性のあるネットワーキングハブ（技術移転協議会のようなイメージ）
• キャリアパス（ある程度の母集団が必要、１組織で閉じる限界、FAとの人材交流なども？）

• (その仕事は、研究開発、知財、法務、マーケティングなどの経験者にとっても挑
戦しがいがあるプロフェッショナルな仕事ではないだろうか)
– 「自分の仕事の質的な深化がインセンティブになる」 （NCURA の参加者との会話から）
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以下 ほんのご参考

• リサーチアドミニストレータとは

• 日本でこういう活動をしていく人達のネット
ワーキングを作りたい・・
– 2011年9月から

– UNITT 2011（大学技術移転実務者ネットワーキン

グ）の元協議会リサーチアドミニストレーターのメ
ルアド新設： Uresadm@unitt.jp 
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２．「リサーチアドミニストレータ」：アメリカにおける RAと

日本でのプロフェッショナル確立にむけて

<2010.6.3 文部科学省 基本戦略小委員会説明資料等をもとに＞

１ リサーチアドミニストレーションとは何か

２．リサーチアドミニストレータ（RA)が必要な背景

３．RAの業務区分（日米比較）

→全く白地の新しい職務ではない。

４．RAの活動が特に必要される対象（事例紹介）

→スターサイエンティスト（カリスマ研究者）との連携

５．RAに必要なスキル

→米国関係者の議論とスターサイエンティスト事例からの抽出

６．RA活動の普及・進展に関する課題

→人材リソースと優秀な人材を魅きつける職種になるために
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リサーチアドミニストレーションリサーチアドミニストレーションリサーチアドミニストレーションリサーチアドミニストレーションとは
研究機関において、研究者とともに、研究活動を組織として円滑に実施するため
の業務全般を指す。例えば、公募情報の研究者への提供、申請書作成支援、研
究の実施に際 して必要な人事、予算管理、経理、報告書作成など。最近重要度
が増してきたものとして、研究の企画、研究体制構築なども含まれる。

こうした業務を専門職種専門職種専門職種専門職種としてとしてとしてとして行行行行うのがうのがうのがうのが、、、、リサーチアドミニストレーターリサーチアドミニストレーターリサーチアドミニストレーターリサーチアドミニストレーターである。
大学が主たる職場であり、アメリカでは、Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ Ｒｅｓｅａｒｃｈ Ａｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｏｒ（ＵＲＡ）と
も呼ばれ、Ｃｅｒｔｉｆｉｃａｔｅ（資格制度）もある。予算申請までを担うPre-Awardと、採択後の実施
を担う Post-Awardに区分されている。（日本でいう、単なる「研究支援者」とは違うので、ここで
は敢えて「リサーチアドミニストレーター」と呼ぶ。）

２－１．リサーチアドミニストレーションとは何か
？

○「研究開発を担う法人の機能強化検討チーム」中間報告（2010年4月） P3

「全米に１５万人ともいわれるリサーチアドミニストレータ（競争的資金競争的資金競争的資金競争的資金のののの獲得獲得獲得獲得・・・・管管管管
理理理理のみならずのみならずのみならずのみならず、、、、産学連携産学連携産学連携産学連携、、、、法規制対応等法規制対応等法規制対応等法規制対応等をををを含含含含めためためためた研究研究研究研究のののの管理管理管理管理をををを行行行行うううう高度高度高度高度なななな研究研究研究研究
開発開発開発開発マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント人材人材人材人材）の厚い層が研究者を支援しており、これが米国の研究開
発を支えていることも無視できない。

○九大学総長・塾長による緊急政策提言(2010年3月19日）
「国家の成長戦略として大学の研究・人材育成基盤の抜本的強化を」
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２－２．リサーチアドミニストレーションが機能
しないと？（消極的背景）

• 研究者研究者研究者研究者がががが、、、、研究以外の周辺業務（事務）に忙殺される。
特に助教、准教授など、最も研究に没頭すべき時期の若手
研究者が犠牲になりやすい。
研究費を多く獲得できる有能な研究者であっても（あれば有
る程）、プロジェクト数が増えれば周辺業務で忙殺される。
（←研究環境の充実の観点）

• （産学連携や大型国プロなどの、作り込んだ体制でこそ活用
される）研究開発予算研究開発予算研究開発予算研究開発予算がががが、、、、研究者あるいは研究チームにとっ
て最適な形で活用されない。結果、国としても投資した資金
から最高の成果を得られない。
（←研究開発をイノベーションシステムへスムーズに移行す
る観点）
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２－２．リサーチアドミニストレーションによって
期待される効果（積極的背景）

１１１１．．．．研究者支援研究者支援研究者支援研究者支援のののの視点視点視点視点

通常レベル（エコノミークラス?）の研究支援とは異なる、オーダーメイド
（ファーストクラス?）的な支援が必要な研究者・プロジェクトがある。
★例：国家の重点プロジェクト（iPS細胞等）における研究開発、成果展開のための支援

２２２２．．．．大学大学大学大学のののの研究推進機能研究推進機能研究推進機能研究推進機能のののの充実充実充実充実のののの視点視点視点視点

大学の研究活動をとりまく環境変化に伴い、大学の研究推進機能と
して備えるべき業務が生じてきた。

★例：産学連携（研究契約、知財交渉）、プロジェクトマネジメント、システム改革、人材育成、
コンプライアンス

３３３３．．．．科学研究人材科学研究人材科学研究人材科学研究人材のののの活用活用活用活用のののの視点視点視点視点

研究を推進支援する専門職としての、新たな活躍の場が生まれる。
★イメージ：ＲＡは、作家（＝研究者）と二人三脚で活動する編集者のような役割
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２－３．リサーチアドミニストレーションの業務区分
(日米比較） ～～～～既存既存既存既存のののの体制体制体制体制・・・・業務業務業務業務とのとのとのとの連動連動連動連動のののの重要性重要性重要性重要性～～～～

研究内容重視の案件
Research Oriented programs

研究内容重視の案件
Research Oriented programs

→公的競争的研究資金の増加。
（ＲＡ）公募情報提供、申請書作成支援

産学官連携体制重視の案件
U-I collaboration programs

産学官連携体制重視の案件
U-I collaboration programs

→1995年以降の一連の施策で案件
増加。地域・中小企業連携
（（（（ ★★★★RA)RA)RA)RA) 大学の視点をもちバラン
スのとれた産学官連携体制の構築

相手は世界！の個別案件
Cutting edge (big ) programs

相手は世界！の個別案件
Cutting edge (big ) programs

→システム改革、拠点形成など、上
記２つの要素のみならず、研究をコ
アにした大型プログラム。
（（（（★★★★ＲＡ）ＲＡ）ＲＡ）ＲＡ）大学が拠点となる体制整備、
ルール作り、実行、プロジェクトマネ
ジメント

リサーチリサーチリサーチリサーチ・・・・アドミニストレーションアドミニストレーションアドミニストレーションアドミニストレーション

技術移転技術移転技術移転技術移転
• 特許管理業務
• マーケティング＆ライセンシング
• Business Development の経験

公的競争
研究資金

民間との
共同研究

情報収集

企画

申請書作成

応募

採択

実施

終了

報告

○ ○ → ◎

○ ◎

Pre-Award

（申請までの企画
etc. ）

Post-Award

（採択後の実施）

「TLO と知財本部の業務に関する考察TLO の実証分析結果から」
渡部俊也、高橋真木子：UNITTJ 第1号,p14 -19(2006). 等

＜＜＜＜日本日本日本日本のののの業務区分業務区分業務区分業務区分＞＞＞＞ ＜＜＜＜アメリカアメリカアメリカアメリカのののの業務区分業務区分業務区分業務区分＞＞＞＞

・公募情報の
提供
・申請応募窓
口
・（契約交渉）
・経費執行

・発明承継
・知財管理
・技術移転

★★★★ RARARARAは新しく必要となってきた機能。特に最初の体制設計
が重要。尚、国プロ等で部分的に対応されているものもある

知財本部知財本部知財本部知財本部
ＴＬＯＴＬＯＴＬＯＴＬＯ等等等等

研究協力部研究協力部研究協力部研究協力部
経理部等経理部等経理部等経理部等

★★★★
★★★★

Japan USA

★★★★
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Research Administrator 

（（（（NCURA））））

Licensing Associate

（（（（AUTM））））

• 特許管理業務
• マーケティング＆ライセンシング
• Business Developmentの経験

「ＴＬＯのみの
業務」として実
施の大学数

受入れ窓口 2

共同研究のためのリエゾン 1

共同研究等契約に係る交渉 1

共同研究等のマネジメント 2

発明の発掘（研究室訪問等） 2

発明届出の受付 1

発明ヒアリング 4

職務発明・大学承継 1

先行技術調査 3

市場性調査 5

特許出願に係る決定

特許出願契約 2

明細書の作成

審査請求手続き 1

中間処理

登録・維持 2

ライセンス活動 6

ライセンス契約交渉 7

実施補償業務 1

大学発ベン
チャー起業

起業相談・支援 4・3

技術相談 技術相談等支援 5

利益相反マ
ネジメント

知的財
産の創
出等

技術移転

特許等の
管理

知的財
産の活
用等

共同研究・
受託研究
の実施

特許出願

発明の発
掘・審査

知的財
産の管
理等

公的競争
研究資金

民間との
共同研究

情報収集

企画

申請書作成

応募

採択

実施

終了

報告

○ ○ → ◎

○ ◎

Pre-Award

（採択までの企画
etc.）

Post-Award

（採択後の実施）

技術移転の業務フロー
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科学研究科学研究科学研究科学研究のののの経験経験経験経験 △→◎△→◎△→◎△→◎ △→○△→○△→○△→○ 最近最近最近最近、、、、重要性重要性重要性重要性のののの認識認識認識認識アップアップアップアップ

会計知識

契約・関連法規

知的財産 ○○○○

コンプライアンス ○○○○

交渉能力 ○○○○

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
申請前

２－４．リサーチアドミニストレーターに必要なスキル
出所：2008年＆2009年、米国ＮＣＵＲＡの幹部など関係

者との議論をもとに筆者がまとめたもの

（ポイント）
・「プロジェクト申請前担当」に求められるスキルの幅広さ
・申請前・後に双方の担当に共通して求められる科学研究の経験

（産学研究開発体制の設計の重要性が増していることが背景）

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
採択後

○○○○

○○○○

○○○○
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２－５．リサーチアドミニストレーション
～現状と課題の整理、今後の期待(2009)～

１１１１．．．．研究者支援研究者支援研究者支援研究者支援のののの視点視点視点視点

・社会や資金提供者への説明責任は研究者自身にある。だからこそ、リ
サーチアドミニストレーターとともに研究を効率的に進める必要がある。

・研究の進展に合わせたオーダーメードの対応が必要。

２２２２．．．．大学大学大学大学のののの研究推進機能研究推進機能研究推進機能研究推進機能のののの充実充実充実充実のののの視点視点視点視点

・産学連携、技術移転機能は基盤は整備、実際の取り組み段階。今後は、
研究者と二人三脚で動ける「研究推進支援機能」が必要。特に「申請前」
の体制設計は研究開発の成否を握る。

３３３３．．．．科学研究人材科学研究人材科学研究人材科学研究人材のののの活用活用活用活用のののの視点視点視点視点

・科学研究の経験をもつ人材にとっても、魅力的かつチャレンジングな仕
事になりうる。

・そのためには、インセンティブシステムインセンティブシステムインセンティブシステムインセンティブシステムととととキャリアパスキャリアパスキャリアパスキャリアパスのののの確立確立確立確立、萌芽期を
支える熱意ある人材の存在、グッドプラクティスの提示が重要。
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２－５．リサーチアドミニストレーション
～現状と課題の整理、今後の期待(2010)～

４４４４．．．．担担担担うううう人材人材人材人材ととととキャリアパスキャリアパスキャリアパスキャリアパスについてについてについてについて
・大学（研究教育機関）における研究推進支援業務
→現実に求められるのは、研究者のカテゴリ毎に必要な機能が大きく異なる。既存の組織
における位置づけと職種の設定が継続性のカギ。
→“現在の課題“といっても、複数の要因がある。

①必要な機能が無い→新制度・枠組等の新たな施策が必要。
②要素は既にあるが機能していない→現状の課題改善を推進支援する、という
観点が重要

・(例）理研（研究所）における研究推進支援業務の整理
→①研究推進事務

（自己組織化、経営主導型。CuriosityｰDrivenの課題の推進）
→②研究促進事務

（研究の組織化=目的指向型。Mission-Orientedな課題への対応）

これをこれをこれをこれを担担担担うううう人材人材人材人材、、、、そのためのそのためのそのためのそのためのスキルスキルスキルスキル、、、、そのそのそのその職務職務職務職務のののの確立確立確立確立（（（（キャリアパスキャリアパスキャリアパスキャリアパス））））とはとはとはとは？？？？
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経営

研
究

連携

協働

研究機関

Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ
Ａｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｉｏｎ
Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ
Ｐｒｏｍｏｔｉｏｎ
Operation
Service
Supervise
Ｈａｎｄｒｉｎｇ
Ｃｏｎｔｒｏｌ
Ｓｐｅｒｉｎｔｅｎｄ
Ｅｎｃｏｕｒａｇｅ
Ｉｎｃｉｔｅ

・
・

（経営）
運営
支援
経理
管理
監督
執行
促進
奨励
先導
扇動
統御
操縦
後援
・
・

事務職員の意識改革
“事務・じむ”した事務から『経営理念の実行者へ』

広辞苑（第２版）
運営：運用経営。

物事をとりはこんでいくこと、組織機構などを働かせること。

研
究
職
員

職
員

機能機能機能機能をををを表表表表すすすす
新名称新名称新名称新名称へへへへ
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理化学研究所におけるRA像とは・・



参考 ：関連情報

● アメリカ リサーチアドミニストレータ（RA)

の活動紹介

JST 産学官連携ジャーナル 2008年5&6

月号、2009年１月号

● ３段階の知財マネジメント

知的財産経営戦略 リレーコラム

「大学における知財マネジメントとは

～多元連立方程式への挑戦～」
http://www.ipnext.jp/management/mot_

r/vol8.html

● 「産学連携のための国立大学における知

的財産権の管理、運用のあり方」

「知財管理」 Vol.59, No.11  pp1387-1393  

（2009) 

● 日本の産学連携におけるTLOの活動に関す

る分析論文

①「TLO と知財本部の業務に関する考察
TLO の実証分析結果から」 渡部俊也、高
橋真木子： UNITTJ 第1号,p14-19(2006).

② ～大学における産学連携促進活動の発

展にむけて～その活動評価、必要とされる
機能と担う人材に関する考察 高橋真木子
UNITTJ 第２号(2008）

● 日本の産学連携活動概況についての情報

源大学技術移転協議会、日本知財学会、
日本知的財産協会の産学連携分科会の活
動、一部JST(科学技術振興機構）など

コメント、ご意見を頂ければ幸いです。 高橋真木子
理化学研究所 研究政策企画員

makiko.takahashi@riken.jp
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